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 第 6 章では，沿岸域の生態系サービスから享受する人間の福利の構造に影響を及ぼす背
景要因をより詳細に考察することを目的に，沿岸域および内陸域を含めた日本国内の調査
を行った。沿岸域生態系サービスから享受する人間の福利の構造は、他の地域と共通して
いることが示された。また，沿岸域と内陸域で共通していることも明らかとなった。第 7
章では，日本国内の 2 地域を対象にし、生態系サービスから享受する人間の福利の構造お
よび，その構造の媒介変数へ影響を及ぼす背景要因が考察された。以上の分析を踏まえて、
全ての調査対象エリアにおいて、沿岸域の生態系サービスから享受する人間の福利の各要
素は，独立的なものではなく，影響を及ぼし合う関係にあることが明らかになった。その
一方，福利を構成する各要素の影響関係は，自然・社会的背景に影響を受け，地域間で異
なることも明らかとなった。第８章では、沿岸域の生態系サービスから享受する人間の福
利を評価するために開発した評価尺度は妥当であり、すべての研究において，内容的妥当
性，基準関連妥当性，および構成概念妥当性の 3 側面が高いことが確認できた、という結
論が示された。 
本論文は、沿岸域生態系サービスから享受する人間の福利の基本構造を可視化でき、人
間の福利の構造モデルの理論的妥当性を確認したという点で優れている。ミレニアム生態
系評価を機に議論されている、生態系サービスと人間の福利との関係性を定量的に評価し
た。本論文は、自然と共生する持続可能な社会の実現に向けたアプローチを探ることに貢
献したと評価できる。 
 
 以上、審査の結果、本論文の著者は博士（学術）の学位を授与される十分な資格がある
ものと認められる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
